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マイナーアクチニド(MA)の分離による高レベル廃棄物(ガラス固化体)の処分負荷低減の早期実用化を目的

に三菱重工，東京工業大，京都大が共同で開発中の MA 分別保管技術の概要をシリーズで報告する。 
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1. 緒言 

再処理により発生する高レベル廃液から MA を分離することで，ガラス固化体の物量が低減されるのみな

らず，放射性毒性の減衰期間も約 8000 年から数百年に短縮可能となる。一方，回収した MA の消滅手段であ

る高速炉等の実用化は 21 世紀後半以降とされている。筆者らは分離した MA を高速炉等の実用化まで安定

保管する技術を開発すれば，それらの実用化を待つことなく早期に，即ち六ケ所再処理工場から発生する高

レベル廃棄物に対しても MA 分離によって物量と放射性毒性を減らすことができ，ひいては再処理工場の安

定操業に貢献することができると考え，本プロジェクトを産学連携の研究として立ち上げた。 

2. 研究開発の目標と方針 

本研究開発の目標は以下 5 点である。① 高速炉再処理への適用を目指して開発されていた従来の MA 回

収プロセスとは異なり，六ケ所再処理工場に実装可能な技術とする，② 従来プロセスに対して低コスト化を

図る，③ 従来プロセスより二次廃液発生量を削減する，④ 処分負荷低減の観点から MA 回収性能を重視す

る，⑤ 再処理工場の本格運開後 10 年以内に実装可能なスピード感で開発する。これらの目標をそれぞれ以

下の方針で達成する。 

①【六ケ所再処理工場への実装】高速炉燃料の再処理では Np を共除染工程にて Pu 側へ移行させていたが

六ケ所再処理工場では Np は最終的に高レベル廃液に移行する。そのため従来の MA 回収プロセスとは

異なり，高レベル廃液から Np を含む MA の回収が可能なプロセスとする。 

②【低コスト化】難燃性で低気化熱の希釈剤と C,H,O,N 成分の抽出剤を組合せた新溶媒を用いて MA を抽

出し，その MA 抽出溶媒を逆抽出やその後の濃縮操作を経ることなく，直接酸化物に転換する。このプ

ロセスによって，従来の MA 回収プロセスで大きなコスト増加要因となっていた逆抽出工程と濃縮工程

を削減する。また，高速炉等による消滅手段の実用化まで 60 年程度保管することを想定し，燃料製造で

発熱が課題となる Cm については保管中の減衰を期待して Am･Cm 分離工程は削除する。 

③【二次廃液削減】MA を抽出した新溶媒を直接酸化物に転換するプロセスの採用で二次廃液を削減する。 

④【MA回収性能】低コストや早期実用化と両立させつつ MA 高回収率を得るため Ln の同伴を許容する。 

⑤【早期実用化】MA 抽出溶媒を直接酸化物に転換するプロセス関連以外では極力既存技術を使用する。

例えば，抽出プロセスにおいては回収性能を優先して実績ある抽出剤を選定し，現在あるいは将来に Ln

元素との選択性等で優れた抽出剤が開発された場合にも適用可能となるようなプロセス構成とする。 

3. 開発体制，分担 

本研究開発の体制，分担を以下に示す。 

・三菱重工 ：全体マネジメント，MA 酸化物の保管プロセスの構築，各プロセスの統合・性能評価 

・東京工業大：新溶媒による抽出プロセスの構築，新規低気化熱希釈剤に合致する抽出剤の選定 

・京都大  ：酸化物に直接転換する固化安定化プロセスの構築，新規低気化熱希釈剤の選定 
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